
ＨＰの「イベント申込み」から申込みいただけます。
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RPAによる定型業務の自動化と創造的業務への集中
　　　　　　村山　典久　スカイライトコンサルティング株式会社 事業開発特別顧問

「市場化テスト」で経費節減とサービスの質向上を
　　　　　　　　　仁木　俊二　総務省 官民競争入札等監理委員会事務局 参事官補佐

　ここ数年で急速に、「RPA」（Robotics Process Automation）が事務職の働き方改革と生産性向上の方策として、財務・経理・
人事・顧客管理等の業務を中心に多様な業種の企業・団体に導入されつつあります。病院や地方公共団体への導入事例も
あります。パソコン上で行う業務をソフトウェアのロボットが自動化し、データ入力・書類作成や各種手続処理等の定型
業務を効率的にこなします。
　また、大学以外の国立研究・教育機関等において、施設管理や情報システム運用管理の外部委託について、業者間の競
争確保やサービス向上の視点から入札改革を行う「市場化テスト」の導入が進み、2 割・3 割程度の経費節減や契約事務
の省力化に成功している事例も少なくありません。
　RPA 及び市場化テストとも、大学にとって希少な人材や予算を教育・研究の水準向上に繋がるやりがいある仕事へ集中
的に投入する、働き方改革及び経営革新の切り札となる可能性を秘めていますが、現状では他機関に比べて大学への導入
が遅れています。
　本セミナーでは、RPA 及び市場化テストの実務家から、導入事例を含む最新動向や大学で導入可能な業務領域を紹介い
ただき、大学への導入可能性に関する検討の出発点とします。
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AI 時代の大学の働き方改革と
経営革新の切り札？
～業務自動化ロボットと市場化テストの可能性～


